
ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 １ （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広
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代 理 人
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0.00～3.60m間で、表土及び盛土
（公園造成時）。斜面切り土を盛っ
ており、風化花崗斑岩である。大半
がコア流出。
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時）。切土斜面下端の敷石？

砕
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3.80～14.30m間で、礫混じりのマサ
化部。大半のコア流出。粘土化の進
んだ強風化部である。
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14.30～34.70m間で風化花崗斑岩が
認められ、原位置風化した花崗斑岩
である。割れ目周辺の強風化部や、
残存する新鮮部が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）
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東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
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コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
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14.30～34.70m間で風化花崗斑岩が
認められ、原位置風化した花崗斑岩
である。割れ目周辺の強風化部や、
残存する新鮮部が認められる。

褐色
～淡
褐色

D c

26.0～26.4m間は、周辺よりも風化
は著しくない。

灰 C

Ⅱ

b

δ

30.00～34.70m間で、上位より連続
する風化花崗斑岩が認められ、原位
置風化した花崗斑岩である。割れ目
周辺の強風化部や、残存する新鮮部
が認められる。

30～33m間で、掘進方向に対し水平
な割れ目が目立つ。また33.00m～3
7.00mでは高角（50～60°）割れ目
が目立つ。
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34.70～40.40m間で、花崗斑岩が認
められる。灰色粗粒で通常棒状コ
ア。割れ目帯では深層風化により褐
色化する。一部にマフィックなイン
クルージョン（φ～6cm）を含む。
扁平な場合やマトリクスの細粒化す
る場合があり噴出層と考えられる。

花
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岩
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～
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β 2

40～44mにかけて変質ハロが著し
い。また掘進方向に対し高角（45～
60°）で節理的な割れ目が目立つ。
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43.45mでカルサイト脈（幅4mm）が
認められる。

42.70mから花崗斑岩が認められ、上
位の新鮮な岩相（34.70～40.40m）
とほぼ同様な特徴をもつ。灰色粗粒
で通常棒状コア。割れ目沿いで変質
ハロが認められる。一部にマフィッ
クなインクルージョン（φ～6cm）
を含む。

47.35mで青灰色のガウジ（幅8mm）
が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人
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上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。

52.40m付近で水平系割れ目が4本認
められ、マイクロクラック（平行）
が発達する。

52～57mで、細粒な閃緑岩や扁平な
インクルージョンが数箇所で認めら
れる。

58.55から58.95mにかけて、黒色の
ガウジ（幅4mm）が認められる。

a

59.00～60.00m間の割れ目において
変質ハロ（2～8mm）で認められる。2

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。一部にイン
クルージョンが認められる。また、
灰緑色～白色の変質帯を断層岩沿い
に伴う。

灰 C Ⅱ α

61.70～64.70m間の高角（70～80
°）同系統の割れ目沿いで、風化変
質帯が認められる。白色化変質に古
い風化変質がオーバープリントして
いる。
62.5mで緑灰～白色を帯びたガウジ
（幅2mm）が認められる。
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64.7mで高角なガウジ（幅2mm）が認
められる。

67.15mで花崗斑岩のマトリクスが細
粒化する。

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色やや細粒で通常棒状コア。一部に
インクルージョンが認められる。ま
た、割れ目沿いに変質ハロを伴う場
合がある。
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a

74mから75.5m付近において変質ハロ
が割れ目沿いに認められる。

花

崗

斑

岩

灰

色
C

Ⅱ c

α

2

コア採取率

( % )

最大コア長

cm

Ｒ Ｑ Ｄ

[ % ]

0 50 100

67

65

41

43

37

53

66

83

33

43

80

31

16

37

28

50

100

81

90

100

53

43

50

57

22

[100]

[100]

[92]

[97]

[98]

[100]

[100]

[94]

[94]

[100]

[93]

[64]

[96]

[100]

[100]

[100]

[99]

[94]

[100]

[96]

[98]

[96]

[94]

[95]

[94]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

CM～

CH

CL～

CM

CL

CL～

CM

CM

CM～

CH

CM

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

( ルジオン 標準貫入 ) 試 験

(
N

)

値

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力

電気検層ロングノルマル( LN ) : Ω- m

N値

0 10 20 30 40 50

0 1000 2000 3000 4000 5000

原
位
置
試
験

(
)

室
内
試
験(

)

掘 進 状 況

掘

進

月

日

8

27

8

28

掘
進
速
度

(

cm
／
時)

128

177

孔
径
(mm)

／
孔
壁
保
護

98

コ
ア
チ
ュー

ブ
／
ビ
ッ
ト

H

Q

イ

ン

プ

リ

給

圧

(

MPa

)

0.50

0.5

-

0.6

回
転
数

(

rpm

)

145

155

送
水
圧

(

MPa

)

0.2

0.3

送
水
量

(

l
／
分

)

36

-

48

70

-

80

排
水
量

(

l
／
分

)

36

-

48

70

-

80



ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日
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74mから75.5m付近において変質ハロ
が割れ目沿いに認められる。

灰（一
部褐色
）

c 2

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色やや細粒で通常棒状コア。一部に
インクルージョンが認められる。ま
た、割れ目沿いに変質ハロを伴う場
合がある。
77.1mで暗褐色を帯びたガウジ（幅3
mm）が認められる。

灰

Ⅱ

a

80.05m 灰緑色を帯びたガウジ（幅
2mm）が認められる。

灰～

灰

緑

c 2

上位より連続する花崗斑岩が認めら
れる。灰色粗粒で通常棒状コア。一
部にインクルージョンが認められる。

85.8mから86.65mにおいて10～25°
程の系統的な割れ目が5本認められ
る。灰色粘土、黄鉄鉱を伴う。

88.8mと89.5mそれぞれに灰緑色を帯
びたガウジ（幅3mm）が認められる。

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒でほぼ棒状コア。数cm以下～
15cmの包有物を所々に含み、その内
の小径のものは扁平なものが多い。

灰 a

95.09～97.40m間で､ステップ状節理
の割れ目沿いで変質ハロが認められ
る。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）
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東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 5 0 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
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主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
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上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒でほぼ棒状コア。数cm以下～
15cmの包有物を所々に含み、その内
の小径のものは扁平なものが多い。
101.4mで褐色を帯びたガウジ（幅10
mm）が認められる。

102.35mと102.75mでそれぞれ灰緑色
を帯びたガウジ（幅5mm）が認めら
れる。これら2本の断層岩は交差し
ており､それぞれ傾向が異なる。

灰（

一

部

褐

色）

C

～

D

Ⅰ

～

Ⅱ

a

104.95mで白～灰緑色を帯びたガウ
ジ（幅6～15mm）が認められ､右横ず
れ成分をもつ。また変質ハロの上は
溶脱し､下は白色化する。10cm下側
になると変質が著しい。

Ⅱ c 2

107.15mにおいて､マトリクスが細粒
化する。

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。鉱
物脈として石英脈が数本認められ
る。その中で109.83mのそれは晶洞
を作っている。

Ⅰ～

Ⅱ

a

α

割れ目沿いで変質ハロが認められる。

C

Ⅱ c ν 2

115.85mで白色を帯びたガウジ（幅2
0mm）が認められる。

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。インクルー
ジョンが上位より多く、また、割れ
目も極めて少なくなる特徴をもつ。

121～140m区間のinclusionは扁平な
ものがほとんど。特に121～130m間
のものはreaction rim が明瞭であ
る。源岩は頁岩と思われる（四万十
層群相当層）
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調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）
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東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 5 0 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
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主任技師 水 落 幸 広
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代 理 人
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上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。インクルー
ジョンを多く含み、割れ目が極めて
少ない特徴も継続する。

上位の121mから140m区間のinclusio
nは扁平なものがほとんど。特に121
～130m間のものはreaction rim が
明瞭である。源岩は頁岩と思われる
（四万十層群相当層）

灰 B Ⅰ a α

138.6mで灰緑色を帯びたガウジ（幅
10mm）が認められ、その下3cmに変
質ハロが認められる。

灰

緑
D Ⅲ c ν 2

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。インクルー
ジョンを多く含み、割れ目が極めて
少ない特徴も継続する。

145～150m間で、不明瞭ながら水平
系のマイクロクラックが認められる。
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調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）
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調 査 業 者 名
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主任技師 水 落 幸 広
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上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。インクルー
ジョンを多く含み、割れ目が極めて
少ない特徴も継続する。

灰 B

Ⅰ

～

Ⅱ

a

158.35mで断層岩が認められる。灰
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調 査 名
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175.6mと175.8mでそれぞれ黒色を帯
びたガウジ（幅5mm）が認められる。Ⅱ

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。インクルー
ジョンを多く含み、割れ目が極めて
少ない特徴も継続する。

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。頁岩のイン
クルージョンを多く含み、割れ目が
極めて少ない特徴も継続する。一部
区間では高角割れ目の石英脈周辺が
珪化帯を形成し､黄鉄鉱を伴ってい
る。

C a α
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し条線も認められる。
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調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）
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上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。灰
色粗粒で通常棒状コア。頁岩のイン
クルージョンを多く含み、割れ目が
極めて少ない特徴も継続する。一部
区間では石英脈周辺が珪化帯を形成
し､黄鉄鉱を伴う。

C Ⅰ

208.9～209.15m間で珪化帯が認めら
れ､石英の晶洞を黄鉄鉱の粒子が充
填する。

C
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D

Ⅱ

～

Ⅲ

3

上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。割
れ目は極めて少なく灰色極粗相で通
常棒状コア。210～210.3m間では高
角割れ目により、礫状コアとなって
いる。

a

213.85mでカタクラサイトが認めら
れる。その割れ目には、石英脈と緑
泥石脈、また割れ目沿いで変質ハロ
（10mm）を伴う。条線も発達する。

c

216.77～218.46m間で､ステップ状割
れ目の平行割れ目帯が認められる。
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色化が認められる。
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帯びたガウジ（幅10mm）が認められ
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上位より連続する、ほぼ同様の岩相
を持った花崗斑岩が認められる。22
0m以深では、さらに割れ目の密度が
小さくなる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 18年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 川 西 繁

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者

川 西 繁

孔 口 標 高 30m
角

度
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地
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使
用
機
種

試 錐 機 T S L

エ ンジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)
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深
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上位より連続する、ほぼ同様の花崗
斑岩である。割れ目は極めて少なく
灰色中粒で通常棒状コア。

258.9mで暗灰色の層構造、またはイ
ンクルージョンが認められる。

261～263.5m間で､細粒化する。

264.25mで石英と灰黒粘土を挾在
し、条線も発達する。もともと密着
した割れ目。

267～270m間で、マトリクス、斑晶
共に細粒化する。

上位より連続する、ほぼ同様の花崗
斑岩である。割れ目は極めて少なく
灰色中粒で通常棒状コア。インクル
ージョンのサイズが巨大化する（一
部は岩相変化？）。また275mから割
れ目が急増し､礫状コアとなる区間
（277m）がある。これに伴い逸水が
発生している。

花

崗

斑

岩

灰 B Ⅰ a α

コア採取率

( % )

最大コア長

cm

Ｒ Ｑ Ｄ

[ % ]

0 50 100

100

90

68

100

100

70

100

100

68

100

100

69

100

100

68

100

100

65

97

100

70

100

100

68

100

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

[100]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

CH～

B

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

電気検層

電気検層ロングノルマル( LN ) : Ω- m

0 10 20 30 40 50

0 1000 2000 3000 4000 5000

原
位
置
試
験

(
)

室
内
試
験(

)

掘 進 状 況

掘

進

月

日

9

4

掘
進
速
度(

cm
／
時)

173

孔
径
(mm)

／
孔
壁
保
護

98

コ
ア
チ
ュー

ブ
／
ビ
ッ
ト

H

Q

イ

ン

プ

リ

給

圧

(

MPa

)

1.00

回
転
数

(

rpm

)

155

送
水
圧

(

MPa

)

0.7

-

1.0

送
水
量

(

l
／
分

)

92

排
水
量

(

l
／
分

)

92



ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 18年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 川 西 繁

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者

川 西 繁

孔 口 標 高 30m
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エ ンジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m
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上位より連続する、ほぼ同様の花崗
斑岩であるが、この275mから割れ目
が急増し､礫状コアとなる区間（277
m）に伴い逸水が発生。インクルー
ジョンのサイズが巨大化する（一部
は岩相変化？）。

B Ⅰ a

276.93mと277.34mで灰色を帯びたガ
ウジ及び断層角礫が認められる。

D～

E
Ⅲ d 3

275.30～279.30m間で逸水（12L/mi
n）。

280.74～281.34m間でマトリクスが
微粒化し、暗灰色の斑晶をもつ（イ
ンクルージョン？）。
281.18～281.50m間で雁行状の石英
脈とカルサイト脈が発達する。
282.30～285.30m間で逸水（10L/mi
n）。

283.43mで淡緑灰色を帯びたカタク
ラサイト（幅3mm）が認められる。
このあたりから下位に向かって割れ
目が増加する。

285.30～288.30m間で逸水（9L/mi
n）。

灰

C

垂直系のマイクロクラックが付随。
インクルージョン周囲の斑晶は細粒
化する。
288.30～290.40m間で逸水（9L/mi
n）。

灰～

灰

白

Ⅰ

～
Ⅱ

1

～

2

289.63～292.87m間は破砕帯（脆
性）で、おそらくは逸水性を伴って
いる。
290.40mは角礫状の破損（コア回転）

上位より連続する、ほぼ同様の花崗
斑岩である。割れ目は比較的多い傾
向をもつ。

Ⅱ

～

Ⅲ

a

295.46m、295.75mで断層岩が認めら
れ，それぞれガウジ及びカタクラサ
イト（幅10mm）、ガウジ（幅1mm）
が認められる。

294～296.5m付近と298～300m付近は
格子状割れ目の系統が特徴的である。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

川 西 繁

孔 口 標 高 30m
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エ ン ジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)
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上位より連続する、ほぼ同様の花崗
斑岩である。珪化帯を伴う割れ目集
中帯が連続している。粘土化してい
る箇所では逸水はないが、それを抜
けた卓一割れ目間で逸水する。
300.2から300.3mかけて、ガウジ（8
0mm）が認められ、石英と絹雲母を
伴う。

灰～

灰

白

D Ⅲ

c～

d

2～

3

305～315m間の割れ目において絹雲
母を充填することが多いことが特徴
的で、石英と黄鉄鉱も伴う。

307.20～310.20mで逸水（10L/min）。

310.0～310.1m間で、暗灰色の層構
造が認められる（古期のスリップ
面）。
310.20～313.20mで逸水（9L/min）。

313.20～316.20mで逸水（10L/min）。

C

Ⅰ～

Ⅱ

315.20～321.40m間で破砕帯（脆性
帯）。

316.17m、316.65m、317.12mでそれ
ぞれ断層岩が認められる。またそれ
ぞれ、ガウジ（30mm）、断層角礫
（50mm）、カタクラサイト（20mm）
として認められる。
316.20～318.90mで逸水（9L/min）。

D

Ⅱ～

Ⅲ

a

318.90～319.70mで逸水（9L/min）。

D～

E

Ⅲ～

Ⅳ

d

2～

3

c

1～

2

320.85～325.45m間で、同傾斜（約5
0°）を持つ節理（13本）が認めら
れる。ステップ状の割れ目を持ち、
絹雲母・カルサイト・石英の鉱物脈
も認められる。マイクロクラックを
平行に伴い、全体に粘土化が継続す
る。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

川 西 繁
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エ ン ジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m

ボーリング№
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上位より連続する、ほぼ同様の花
崗斑岩である。中～粗粒で通常棒
状コアである。割れ目が極めて少
ない岩相に戻る。変質は割れ目沿
いの変質ハロの白色粘土化（絹雲
母）が主体。
325.00～325.45m間で、上位の32
0.85mより連続する同傾斜（約50
°）を持つ節理（13本）が認めら
れる。

329.80mで暗灰色の層構造が認め
られる。

332.70～343.70m間で逸水（11.0
－24.9L/min）する。340.00mで、
この間最大の24.9L/minの逸水が
ある。

灰 a

337m以深で花崗斑岩が粗粒とな
る。また有色鉱物の頻度が高い。
長石が緑泥石化している。

灰～

灰
白

Ⅰ～

Ⅱ

c

1～

2

上位より連続する、ほぼ同様の花
崗斑岩である。中～粗粒で通常棒
状コアである。割れ目が極めて少
ない岩相に戻る。変質は割れ目沿
いの変質ハロの白色粘土化（絹雲
母）が主体。

343 .8 6～34 5 .5 0 m間で、同傾斜
（約50°）の割れ目帯が認められ
る。それらの割れ目には緑泥石、
黄鉄鉱や絹雲母等を挾在する。

Ⅰ a

その間の344.95mで、淡緑色を帯
びたカタクラサイト（幅2mm）が
認められる。

Ⅰ～

Ⅱ
c

1～

2

上位より連続するほぼ同様の花崗
斑岩が認められる。粗粒で通常棒
状コアである。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

川 西 繁
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上位より連続する、ほぼ同様の花崗
斑岩である。粗粒で通常棒状コアで
ある。割れ目が極めて少ない岩相に
戻る。変質は割れ目沿いの変質ハロ
の白色粘土化（絹雲母）が主体。

Ⅰ a

352.39～352.72m間で、低角（15
°）節理が3本認められる。割れ目
沿いに変質ハロが認められ、灰色粘
土や絹雲母等が挾在する。
352.60mで全量逸流（92L/min）。35
3.50mで3L/minの逸水。

c 2

357～360m間で、376m付近や352m付
近とほぼ同様の割れ目群が認められ
る。割れ目には緑泥石、黄鉄鉱やマ
ンガンの沈積等も一般に認められる。

Ⅰ～

Ⅱ

a

珪化帯及び白色変質が認められるⅠ c 3

358.45mでは、カタクラサイト（幅1
cm）が認められる。またその割れ目
には条線も発達する。

360.80mで灰色を帯びたガウジ（幅1
mm）が認められる。またその割れ目
には条線も発達する。

上位より連続するほぼ同様の花崗斑
岩が認められる。粗粒で通常棒状コ
アで、割れ目は極めて少ない。やや
長石（暗緑色）の粒子が目立つ。

a

364～368m間の割れ目及び密着割れ
目で、変質ハロが認められる。一部
粘土化する。
364.36mで暗色の層状構造が認めら
れる。

Ⅰ～

Ⅱ

c

2～

3

367.30m以深は気泡（druse）あるい
は溶食孔が普通に認められる（φ2m
m以下）。

373.60～388.60m間でコア及び孔壁
のうねりが認められる（ビット交換
による）。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 ( 6 0 0 m ) 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

川 西 繁

孔 口 標 高
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エ ン ジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m
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上位より連続するほぼ同様の花崗斑
岩が認められる。粗粒で通常棒状コ
アで、割れ目は極めて少ない。やや
長石（暗緑色）の粒子が目立つ。気
泡（druse）あるいは溶食孔が普通
に認められる（φ2mm以下）。
375.00～388.60m間で373.60mから連
続するコア及び孔壁のうねりが認め
られる（ビット交換による）。

C Ⅰ a

382.40mで、灰白色を帯びたガウジ
（幅3mm）が認められる。その割れ
目には緑泥石を伴い、条線も発達す
る。

C～

D

Ⅱ c 2

382.40～385.40m間の割れ目沿いに
変質ハロが認められる。その内の高
角な割れ目でカルサイトを伴うのは
珍しい。

C

Ⅰ～

Ⅱ

a

白色化及び粘土化が認められる。D Ⅲ c 3

帯

暗

緑

上位より連続するほぼ同様の花崗斑
岩が認められる。中～粗粒の通常棒
状コアで、割れ目は少ない。片状の
インクルージョンが目立つ。気泡
（druse）あるいは溶食孔が普通に
認められる（φ2mm以下）。

392.7～393.6m間で珪化している。3

396.18～402.23m間で、低角割れ目
帯が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 18年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広 現 場

代 理 人
川 西 繁 コ ア

鑑 定 者
田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者

川 西 繁
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上位より連続するほぼ同様の花崗
斑岩が認められる。中～粗粒の通
常棒状コア。比較的割れ目は少な
いが、400～410m間でやや多くな
る。片状のインクルージョンが目
立つ。気泡（druse）あるいは溶
食孔が普通に認められる（φ2mm
以下）。
400.00～402.23m間で、396.18mか
ら連続する低角割れ目帯となる。
割れ目にはカルサイトや黄鉄鉱を
伴う。

C Ⅱ a

402.70～405.20m間は断層帯で、4
04.62mと404.80mそれぞれ断層角
礫（15mm）とガウジ（30mm）が認
められる。またその範囲で珪化
（白色）や粘土化も認められる。

D～

E
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c
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4

C Ⅱ a

E Ⅲ c 3

407.60～408.15m間は断層で、40
7.60mでは灰色を帯びたガウジ（1
0mm）が認められる。

C Ⅱ

C～

D

Ⅰ～

Ⅱ

また407.60～410m付近で粘土化が
認められる。
上位より連続するほぼ同様の花崗
斑岩が認められる。中～粗粒の通
常棒状コア。比較的割れ目は少な
い。片状のインクルージョンが目
立つ。鉱物脈としてカルサイト脈
が多い。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県熊
野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 ( 6 0 0 m ) 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9 日 ～ 1 9 年 3 月 9 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

川 西 繁
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試 錐 機 T S L
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上位より連続するほぼ同様の花崗
斑岩が認められる。中～粗粒の通
常棒状コア。比較的割れ目は少な
い。片状のインクルージョンが目
立つ。鉱物脈としてカルサイト脈
が多い。
425.92mでカタクラサイト（1mm）
が認められる。
425.0～429.6m間で、419.5mから
連続する白色化が認められる。
426.98mで暗黒色の層構造が認め
られる（幅2cm：古い剪断面）。

C～

D

Ⅰ～

Ⅱ
2

Ⅰ

上位より連続するほぼ同様の花崗
斑岩が認められる。中～粗粒の通
常棒状コア。比較的割れ目は少な
いが、444m以降、カルサイト脈と
共に極めて多くなる。
435.2～450mにかけて白色化する。

441.23mの割れ目沿いで変質ハロ
が認められる。

444～450m間で、平行割れ目が顕
著になり、その全ての割れ目にカ
ルサイトが充填している。

花
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斑

岩

灰～
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白

C
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Ⅱ
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ボーリング柱状図

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 ( 6 0 0 m ) 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 幸 広
ボーリング
責 任 者

川 西 繁
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エ ン ジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m
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C Ⅱ a

上位から連続するほぼ同様の花崗
斑岩が464.19mまで認められる。
中～粗粒の通常棒状コア。比較的
割れ目は少ない。460.88～464.19
m間は凝灰岩的で斑晶は小さく、
破片化しているものが多い。
450.70～454.45m間で白色化が認
められる。

C～

D

Ⅱ～

Ⅲ

a～

b

2

451.30mでカタクラサイト（2cm）
が認められ、条線の発達も認めら
れる。D Ⅱ

花

崗

斑

岩

灰

白

C

Ⅰ～
Ⅱ

a

α

460.88～464.19m間は、細～中粒
相の花崗斑岩で、下位の凝灰岩類
への漸移相である。自形の斑晶が
極めて少なくなり、60°前後の石
英脈が不規則に分布する。また、
わずかに赤紫色を帯びている（恐
らく花崗斑岩の接触変成）。

花

崗

斑

岩（

漸

移

相）

灰

白
C Ⅱ a α 2

464.19m以降は、軽石質凝灰岩～
凝灰質砂岩となる。花崗斑岩との
境界は漸移的で明瞭ではない。上
方細粒化サイクルがいくらか見ら
れる。最上部はほぼ軽石の集積物
が粘土化し締まっている。粒径は
2mm前後が多いが、1mm程度の区間
もある。弱い葉理がある。

帯

緑
Ⅱ

赤紫色化は花崗斑岩接触時の熱変
成～変質によるものと思われる。

C

Ⅰ～

Ⅱ

469.15～478.10m間で、60°程の
割れ目帯が発達している。割れ目
の多くは密着性だが、分離すると
全てに条線の発達が認められる。
またこの区間は孔隙率が高く、密
度は低く、脆い。
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紫

軽

石

凝
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a α 3
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 ( 6 0 0 m ) 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広 現 場

代 理 人
川 西 繁 コ ア

鑑 定 者
田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者
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上位より連続する同様の軽石質凝灰
岩～凝灰質砂岩となる。上方細粒化
サイクルがいくらか見られる。

帯

緑

赤紫色化は花崗斑岩接触時の熱変成
～変質によるものと思われる。
475.00～478.10m間で、469.15mから
連続する60°程の割れ目帯が発達
し、割れ目の多くは密着性だが、分
離すると全てに条線の発達が認めら
れる。またこの区間は孔隙率が高
く、密度は低く、脆い。

軽
石
凝
灰
岩～

凝
灰
質
砂
岩

赤

紫

D Ⅱ a α 3

478.10mより凝灰質砂岩となる。割
れ目は極めて少なく、通常棒状コ
ア。粒度はf.s～v.c.sで塊状である
が、層構造（1cm前後）が見られる
箇所もある。また数箇所で泥岩等の
扁平パッチが認められる。

C

Ⅰ～

Ⅱ

478.35～481.85m間で、層構造（粒
度変化）が認められる。

484.00～484.50m間で層構造（粒度
f.s～c.s）が認められる。

485.46～485.66m間で球状の花崗斑
岩が認められる。
486.77～487.13m間で軽石の層構造
が認められる（淘汰されている？）。

赤

紫

上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩で、割れ目はほとんどなく
通常棒状コア。泥岩パッチを少量含
む。またカルサイト脈を数箇所で認
められる。

上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩で、割れ目はほとんどなく
通常棒状コア。泥岩パッチを少量含
む。またカルサイト脈を数箇所で認
められる。

凝

灰

質

砂

岩

灰

B Ⅰ

a α 3
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 ( 6 0 0 m ) 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人 川 西 繁

コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者

川 西 繁

孔 口 標 高 30m
角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試 錐 機 T S L

エ ン ジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

501

502

503

504
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507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

標

高

(m)

-471.35

-473.05

-495.00

深

度

(m)

501.35

503.05

525.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩で、割れ目はほとんどなく
通常棒状コア。泥岩パッチを少量含
む。またカルサイト脈を数箇所で認
められる。

凝
灰
質
砂
岩

灰 B Ⅰ a α

501.35～503.05m間は軽石質凝灰角
礫岩あるいは溶結部層。φ6cmまで
の軽石を含み、花崗斑岩礫（φ8c
m：501.64～501.73m）も含む。マト
リクスはガラス質で粒子判別できる。

軽石質
凝灰角
礫岩

灰 B Ⅰ a α

粗粒～極粗粒の凝灰質砂岩で、割れ
目はほとんどなく通常棒状コア。泥
岩パッチを少量含む。またカルサイ
ト脈を数箇所で認められる。

上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩で、割れ目はほとんどなく
通常棒状コア。泥岩パッチを少量含
む。またカルサイト脈を数箇所で認
められる。
515.80～515.95m間で層状構造が認
められる。

518.55～518.60m間でねじれ帯が認
められる

520.41mと522.62mでそれぞれ絹雲母
の充填が認められる。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県熊
野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 独立行政法人産業技術総合研究所地質情報研究部門 調査期間 平成 1 8年 7月 1 9 日 ～ 1 9 年 3 月 9 日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者 川 西 繁

孔 口 標 高
30m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試 錐 機 T S L

エ ン ジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

526
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531
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535
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541
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545
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標

高

(m)

-497.03

-497.40

-520.00

深

度

(m)

527.03

527.40

550.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩。塊状で均質。割れ目はほ
とんどなく通常棒状コア。泥岩パッ
チや軽石パッチ（～φ2cm）を少量
含む。

B

527.03mでこの区間唯一の割れ目が
認められる。絹雲母が充填した節理
面で空隙あり。この付近の水みちと
考えられる。

C

上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩。塊状で均質。割れ目はほ
とんどなく通常棒状コア。泥岩パッ
チや軽石パッチ（～φ2cm）を少量
含む。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 18年 7月 19日 ～ 19年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広

現 場
代 理 人

川 西 繁
コ ア
鑑 定 者

田 代 寿 春
ボーリング
責 任 者

川 西 繁

孔 口 標 高
30m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試 錐 機 T S L

エンジン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572
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574

標

高

(m)

-545.00

深

度

(m)

575.00

柱

状

図

岩

種
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分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目
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状

態

風

化

変

質

記

事

上位より連続する粗粒～極粗粒の
凝灰質砂岩。塊状で均質。割れ目
はほとんどなく通常棒状コア。泥
岩パッチや軽石パッチ（～φ2c
m）を少量含む。

555～556m間で弱い層状構造が認
められる。

556～568m間で極粗粒相の凝灰質
砂岩となり、泥岩パッチ（0.5～5
cm程度）が多くなる。

上位より連続する粗粒～極粗粒の
凝灰質砂岩。塊状で均質。割れ目
はほとんどなく通常棒状コア。泥
岩パッチや軽石パッチ（～φ2c
m）を少量含む。
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ボーリング柱状図

調 査 名

事業 ・工事名
東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（三重県
熊野市地区）

ボ ー リ ン グ 名 孔 1 （ 6 0 0 m ） 調査位置 三 重 県 熊 野 市 礒 崎 町 1 6 8 6 番 地 （ 井 内 浦 農 村 公 園 内 ） 北 緯 3 3 ﾟ 5 3 ' 5 0 "

東 経 1 3 6 ﾟ 0 8 ' 1 8 "発 注 機 関 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 情 報 研 究 部 門 調査期間 平成 18年 7月 1 9日 ～ 1 9年 3月 9日

調 査 業 者 名
住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 試 錐 部

電話 ( 0 3 - 3 8 2 7 - 6 1 3 8 )
主任技師 水 落 幸 広 現 場

代 理 人 川 西 繁 コ ア
鑑 定 者 田 代 寿 春

ボーリング
責 任 者 川 西 繁

孔 口 標 高
30m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試 錐 機 T S L

エ ンジ ン － ポ ン プ 口総 掘 進 長 600.00m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)
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高
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上位より連続する粗粒～極粗粒の凝
灰質砂岩。塊状で均質。割れ目はほ
とんどなく通常棒状コア。泥岩パッ
チや軽石パッチ（～φ2cm）を少量
含む。

582.40～588.30m間では、暗色岩片
（円礫：3cm以下）が目立つ。
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588.30～596.70m間は、弱い溶結状
態の灰白色細粒凝灰岩が認められ
る。上位とは漸移的で、上方ほど塊
状だが下方は層構造が認められる。
全体に白化しているのは弱変質（溶
結）によると思われ、598mまで珪化
（溶結による）及びカルサイト化し
ている。

596.30～596.82m間でやや細粒で溶
結する。弱い層構造が認められる。
596.82～597.76m間は強溶結凝灰岩
（上面12°）が認められる。パミス
は溶結して扁平となっている（～3c
m）。高角の雁行～ステップ状割れ
目を伴うのが特徴である。節理面は
セリサイト、ゼオライトに充填され
ている。
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597.76～600.00m間で凝灰角礫岩が
認められる。φ～2cmのスコリア、
パミスが普通でパミスは時にφ4cm
になる。また級化構造も認められる。
597.76～598.30m間はやや細粒で溶
結し、層構造も認められる。
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